









































と2008年の 2年間，そして，2009～2014年の 6年間，計 8年間も勤められました。こんなに長く相談室長を勤め
られた先生は，藤岡先生の他にはいらっしゃいません。恐らく大変なご苦労があったことと想像しますが，しぶ
とく，根気強く対応される藤岡先生だからこそできたのではないかと思っております・
学生との付き合いについても触れることにします。上にも述べましたが，学生指導では厳しい面もあるのです
が，卒業生，修了生を大事にされておいでで，毎年夏に開催される大学院修了生のOB会には，欠かさず出席さ
れておいででした。卒業生，修了生も藤岡先生を大変に慕っており，何かと相談したり，近況報告したりしてい
たのではないかと思います。こういうところからも，心理臨床家としての藤岡先生の姿勢が見える気がします。
私は，2000年に心理学科に入職しました。そのとき，心理学科には，金城辰夫先生，東條正城先生，中谷和夫
先生，山上精次先生，下斗米淳先生，中沢仁先生，岡部祥平先生，乾吉佑先生がおいででした。教養心理学担当
の先生としては，藤岡先生が商学部，宮森孝史先生が経済学部，山下清美先生が経営学部，同じ時期に入職され
た村松励先生が法学部においででした。藤岡先生は，右も左もわからない私を陰に陽に助けてくださいました。
しかし，私が学科長となった2014年に，藤岡先生は体調を崩されたことを理由に，翌2015年から特任教授になら
れるご判断をされました。そのことを藤岡先生から伝えられた時，私は大変ショックを受けました。頼りにして
いた先生がいらっしゃらなくなるような気持ちがしたからです。しかし，先生のご健康のことを考えると，それ
もよいご判断ではないかと思いました。その後の藤岡先生は，時間ができたせいかお元気そうで，引き続きいろ
いろと助けてくださいました。あるとき私は藤岡先生の夢をみました。藤岡先生のご自宅に電話をかけると， 1
歳半くらいのお孫さんが出て，電話口で「モシモシ，モシモシ」と話すのです。そのうち奥様に代わられました
が，先生はお留守か何かで，結局藤岡先生とはお話しできませんでした。そんな夢でした。後日藤岡先生にこの
夢のことをお伝えすると，ほぼ同じ年齢のお孫さんがいらっしゃるということで，「そりゃあ，話は通じないわ
な」と笑っておいででした。何か困ったことがありましたらまた夢を見ますので，藤岡先生，その時には電話に
出てください。
藤岡先生，長い間，専修大学と心理学科のためにご尽力いただき，大変ありがとうございました。これからも
体調にご留意され，お元気でお過ごしください。そして，専修大学心理学科の今後の発展をご覧になっていてく
ださい。
